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臼井先生は、京都大学大学院にて代数幾何学を (故)永田雅宣先生のもとで専攻され
ました。 その頃から現在に至るまで一貫して Hodge理論の研究に遭進してこられまし
た。 60歳をすぎた今でも、いや今まで以上に活発に研究を行っています。この記事
では先生の業績 ( $+$思い出) をご紹介したいと思いますが、全くの不勉強者が筆を執っ
たため、十分な内容紹介ができなかったこと、 また最近の研究成果にまで及ばなかっ
たことを最初にお詫びしておきます。

先生が Hodge理論の研究を始められた当時、 Griffithsを中心とするスクールがアメ
リカで一派をなしており、彼らによる Hodge理論の論文が次々と発表されていました
(例えば Compositio Mathematica 50巻 (1983) を独占するという快挙もありました $!$ )。
Hodge理論が最も活況だった時代でした。臼井先生は、特にトレリ問題 (周期写像が単
射になるかどうかを問う問題) に大変興味をお持ちでした。先生の学位論文は、Griffiths
らによるホッジ構造の無限小変形の理論を用いて、 トレリ問題の無限小版、すなわち周
期写像が接空間の上で単射になっていることを (ある多様体に対し)示したというもの
です ([1])。 その後もトレリ問題への関心は尽きず、 Kunev 曲面の Torelli型の定理 ([2])
など、 多くの優れた研究成果をあげ、 常にこの分野の最前線でご活躍されました。
筆者が、 先生に初めてお会いした時、 先生は、 Griffiths さんに強い憧れを抱いてい

らっしやいました。Griffiths スクールの人々が海を越えて自由に議論し合う様子を語っ
てくださり、 日本にもそんなスクールを作るのが夢だ、 とおっしゃっておられました。
ところで、 臼井先生は見事な顎髭をたくわえたダンディーな方です。その風貌と相まっ
て、 筆者はたちまち先生を日本の Griffiths であるかのような印象をもってしまいまし
た (ちなみに Griffiths さんも大変ダンディーな方です)。 臼井先生は、清水勇二さん斎藤
政彦さん今野一宏さん足利正さんらと共に 「$Hodge$ 理論と代数幾何学」 という研究集
会を毎年開いておられました。そこでは第一線で活躍する研究者から若い学生までみ
んないっしょに様々な議論を交わしていました。筆者もそこへ何度か参加し貴重な経
験をさせていただきました。 また 2000年には「代数幾何学 $2000J$ という大変
大きな国際研究集会を主催されました。臼井先生はこのような研究集会を通して、若
い人たちの研究意欲が鼓舞されることを望んでおられたようです。 ご自身の研究に対
する姿勢もさることながら、後進を育てようという真摯な思いも強く、そのことにも
深く感じ入ることたびたびでした。

90年代なかばごろから臼井先生は ${\rm Log}$幾何学を研究しはじめました。 ${\rm Log}$幾何学
は、 今では Hodge理論になくてはならない理論ですが、 もともとは、 Fontaine-Illusie-
加藤らによって $p$ 進 Hodge理論の方で大発展・大成功した理論でした。 一方、 あの当
時、 複素幾何学の範疇で ${\rm Log}$幾何学を研究していた研究者はそれほど多くはなかった
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のではないかと記憶します。臼井先生は、そのような時期にいち早く ${\rm Log}$幾何学に目を
つけ、 Hodge理論の研究に取り込もうとされた方の一人です。 そして、先生にとってこ
の分野で最初の仕事となる、半安定族の topological triviality を証明されました $($ [4] $)$

。

これがどのような定理かを簡単に説明させていただきます。代数多様体の半安定退化
族も含む ${\rm Log}$ smooth 族に対して ${\rm Log}$ Riemar-Hilbert対応と呼ばれるものが、加藤和
也・中山能力によって確立されました。半安定族ですから退化ファイバーをもつので
すが、 不思議なことに、 コホモロジーのレベルでは、 まるで退化してない族を扱って
いるかのような振る舞いをするです。そのからくりを多様体のレベルで明らかにした
のが臼井先生の上記業績です。 この結果を Log Riemam-Hilbert 対応に付け加えて、半
安定退化族に対して、 Log Hodge 構造が定義できるようになりました。Log Hodge 理
論における基本的な定理のひとつです。

臼井先生が ${\rm Log}$幾何学の研究で成果を挙げておられたころ (あるいはそれ以前から)、
加藤和也先生もまた ${\rm Log}$幾何の Hodge理論への応用を真剣に模索しておられたようで
す。 そのときすでに Hodge構造の分類空間のコンパクト化に焦点を当てて考えておら
れたようです。

Hodge構造の分類空間 $\Gamma\backslash D$ は Griffiths によって導入され、詳しく研究されてきま
した。特に $D$ が Hermite対称領域になる場合 (たとえばアーベル多様体のモジュライや
K3曲面のモジュライなどがそうです) は、多くの人たちによって詳しく研究されてきま
した。Hermite対称領域である場合の著しい性質のひとつとして、Baily-Borel の定理に
より、 射影空間内に埋め込むことができます。従って $\Gamma\backslash D$ は代数多様体の構造をもち
ます。従って代数多様体としてのコンパクト化が可能になります。その他にも、 (アー
ベル多様体のモジュライの場合の)佐武コンパクト化、トロイダルコンパクト化をはじ
めさまざまなコンパクト化が昔から考えられてきました。 しかし、いずれも Hermite対
称領域という条件下での話でした。 そうでない空間、 たとえば幾何種数が 2以上の曲
面の 2次コホモロジーや Calabi-Yau 多様体の 3次コホモロジーの Hodge構造の分類空
間などの場合にも、 $\Gamma\backslash D$ のよいコンパクト化を作れないか、 ということを Griffiths が
問題提起しました。 これを Gnffiths の夢といいます。 ところが、 この壮大な問題は、 ど
う攻略していったらいいか分からないくらい困難な問題で、何十年もの間何の進展も
ありませんでした。

臼井先生と加藤先生が共同研究をスタートさせたのは、筆者が阪大へ研究生として
やってくる 1 $\sim$2年前だったそうです。筆者が阪大へ来て間もないころ、 臼井先生から
「明日、 加藤和也さんがいらっしやって議論するんだけど、君も来ないか $?$ 」 と言われ
ました。今から思えば、無知無学な一学生に共同研究の場を開放しようというのです
から、 なんと度量の広いことでしょう。それで、厚顔無恥な筆者は、なんの準備もせず
に、 ひょっこりその場にあらわれたわけです。 すると加藤先生が、せっかくだからと、
臼井先生と今どんな問題に取り組んでいるかを筆者のために説明してくださいました
(なんという幸運 !)。説明された内容は、すでに臼井加藤の理論の核心をつくものだっ
たと記憶しています。 Hodge構造の分類空間のコンパクト化を構成したいが、境界に
どんな点をもってくるべきか ? それはべき零軌道であり、つまり ${\rm Log}$ 構造付の点の上

1論文の仕上げに際しては、 中山能力さんと幾度となく議論を重ねたとのことです。
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の ${\rm Log}$ Hodge 構造であろう。 いいかえると ${\rm Log}$ Hodge構造の分類空間を構成すること
ができれば Griffiths の夢が実現できるだろう、 そんな内容だったと思います。 しかし、
技術的な困難が多すぎて、 うまくいくかどうか分からない、 ともおっしゃっておられま
した。 筆者はそのとき二、三のアホな質問をした気がしますが、全体よく理解せずに
口走ったものですから、 きっとお二人は内心苦笑いをされていたに違いありません。
さて正直言うと、筆者がその日にもったお二人の共同研究に対する印象は、実は悲

観的なものでした。問題があまりにも巨大すぎるし、 また漠然としていてつかみどころ
がないように思われたからです。なにしろ、Griffiths が長年夢見ていた理論です。そん
なにすぐにできるはずがない、 というのが浅はかなる筆者の邪険なる予想でした。 と
ころが、二人の研究に対するエネルギーはすさまじく、佐武コンパクト化、 Borel-Serre
コンパクト化、べき零軌道 $SL_{2}$ 軌道定理など、関係しそうな理論をすさまじい勢いで
洗い出していきました。そして、 (阪大でお二人の共同研究を初めて覗かせていただい
てから)約 1年後には “generalized analytic space” 2という新しい概念を生み出しました $\circ$

そのとき、 臼井先生は、完全ではないけれどもかなりいい線まで来た、 とおっしゃって
いたのを覚えています。実際、 その概念の発見が契機となって、臼井・加藤のコンパ
クト化の理論は急速に発展していきました。Hermite対称領域でない分類空間のコンパ
クト化の問題は、 広大な未開領域であったと書きました。 臼井・加藤のコンパクト化
の理論は、 この問題に対する突破口を拓いた研究であり、最初の成功した理論となり
ました。
数年後、九州大学に臼井先生が集中講義に来られ、 臼井・加藤のコンパクト化につ

いて講義されました。それはすばらしい名講義でした (いまでもそのときのノートは大
事に保管してあります)。筆者は深く感動し、 1週間の最後に、自分もいつかこんな素晴
らしい研究ができるようになりたいです、 と申しあげました (相変わらず恥知らずでし
た $)$。さて、 そのころになると、臼井・加藤の理論は大部分が完成しプレプリントが広
く出回っていました。そしてついに 2009年 (臼井先生還暦の年 !) にプリンストン大学か
ら Annals ofMathematics Studies として刊行されました ([5])。そこでは、 Polarized ${\rm Log}$

Hodge構造を表現する空間 $\Gamma\backslash D_{\Sigma}$ が構成されています。 $\Gamma\backslash D_{\Sigma}$ が Hausdorffgeneralized
analytic space であり、 偏極 ${\rm Log}$ Hodge 構造の良モジュライであることの証明には、先
に登場したさまざまなコンパクト化を関係づけた基本図式が使われています。 この空
間こそ Griffiths が夢みた空間です。

臼井先生は、 [5] の刊行後は、 おもに混合 Hodge構造の分類空間のコンパクト化に
取り組んでおられます。加藤先生をはじめ中山能力さんら共同研究者とともに、現在
も精力的に研究に取り組んでおられます。臼井・加藤理論はいまも力強く発展を続け
ており、一体どこまで行ってしまうのだろうと目を見張るばかりです。先日、 臼井先生

2臼井先生は、 ${\rm Log}$幾何学の研究を始める以前 (論文 [4] 以前) から、Torelli 問題への応用を念頭に $\Gamma\backslash D$

のトロイダル部分コンパクト化について研究しておられました。特に [3] では、一般の $D$ に対して、 $\Gamma\backslash D$

に一番簡単な退化に対する境界成分を付け加えるかたちのトロイダル部分コンパクト化を調べておられ
ました。 ここで初めて、 この空間を Hausdorffにするためには slit を持たせるのがよいようだというこ
とを観察したそうです。一方、 加藤先生もまた臼井先生とは独立に同じ問題を研究しておられました。
あるとき、 ${\rm Log}$ 幾何学の研究会に出席のためパリに滞在中だった加藤先生から臼井先生のところへお電
話があり、 [3] での観察について話をされました。 これがきっかけとなって、 お二人の共同研究がスター
トしたそうです。 お二人は、議論の結果、「analytic space with slits」 というものが必要だという結論に達
し、 その後．strong topology が導入されて「generalized analytic spacei になっていったとのことです。
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の研究室にお邪魔した際には、 うず高く積み上げられたプレプリントを見て先生のエ
ネルギッシュな研究意欲に驚嘆しました。一方、臼井先生は阪大で多くの学生を指導
され、 後進の育成にも熱心に取り組んでおられます。かくいう筆者も (最悪の学生だっ
たにも関わらず) 先生から親切にご指導をいただきました。

2002年の秋だったと思います。臼井先生が大病を患ったという知らせを受けまし
た。僕の数倍はタフな方だと思っていましたので大変ショックでした。 あれから十年近
く、先生はいまも経過観察を受け、免疫療法を受けておられます。病気との付き合いに
はわれわれには理解できない苦労があるだろうと思います。しかし先生は、そんなご
自身の運命を呪うこともなく、いつも前向きで笑顔をたやされません。その陰には苦
労を分かち合う奥様の存在があるだろうと想像します。還暦祝賀会の最後に先生がス
ピーチしている横で、奥様が涙ぐんでおられました。 このようなお二人をみて僕も心
打たれ目頭が熱くなりました。

この記事では、 もう一人の世話人である池田京司氏と共同執筆で、臼井先生の業績
を詳しく紹介することになっていました。ところが、最初に筆を取った筆者が、先生
との思い出を中心に書き始めてしまったため、共同執筆にふさわしくない内容になっ
てしまいました。 それで、 池田さんの了承を得て、 筆者が一人で書くことにさせてい
ただきました。池田さんにはご迷惑をおかけしたことを改めてお詫びします。 記事に
ついて、 多くの有益なコメントを下さり、 また誤っている箇所をご指摘していただい
た臼井、 加藤両先生に深く感謝します。もちろん、 内容に関する一切の責任が筆者に
あることはいうまでもありません。
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